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１．緒言 

 三原ら（2007）は，障害をもつ子どもへの生

活支援は多くの場合，その親が行なっていると

述べている．母親は子どもに付きっきりとなる

ため，人との関わりも稀薄になり母親自身がス

トレスなどで衰弱するというケースも少なく

ない．その親自身が病気・認知症・死亡等によ

って子どもを支援することができなくなった

場合，誰が自分の子どもを支援してくれるのか

という不安は年を重ねるごとに増大していく．

また，その不安の当事者である保護者の実態に

ついて明らかにされた研究はほとんどない． 

そこで本研究では，知的・聴覚の重複障害を

もつ「Aさん」の母親を対象としたインタビュ

ー調査から，Aさんの進学，卒業後，現在の生

活等を通して感じている母親の不安や葛藤を

明らかにし，このような「親なき後」の不安に

ついてどのような支援が必要なのかを検討し

ていく． 

 

２．研究方法 

 Aさんの母親を対象に半構造化インタビュ

ーを行った． 

【主な質問項目】 

１）Aさんについて 

・学歴（校種の移り変わり）とそこでの生活 

・学校卒業後の施設での生活 

・障害の状況について 

２）保護者自身について 

・出産から障害告知までの出来事や感情 

・Aさんの生活についての考え（現在，将来） 

・Aさんのケアに関する周囲の人々への期待 

３）Aさんの周囲の人々（学校，医療，福祉関 

係者）との関わり（いつ，どこで出会った 

か，印象に残った出来事等） 

 

３．結果と考察 

１）保護者の障害児に対する意識・不安 

 Aさんには重複障害があり，日常生活に関し

て様々な困難がみられる.そのため障害告知後

のケアや，その後の学校選択など様々な不安が

母親に現れたという．また，15 歳頃から現れ

始めた行動障害による周囲への他害が理由で，

Aさんは福祉施設を移らなければならないこ

とがあった．そして，母親の一番の悩みは自分

たちの死後の Aさんの生活であるという． 

 以上のことから，母親の現在の「不安」とは，

過去の Aさんとの関わりや出来事，将来に対す

る期待や不安が入り混じっており，Aさんの

「過去」「現在」「未来」が合わさって生じてい

るものであることが明らかになった． 

  

２）障害児の親に対する周囲のサポート 

前述のように，母親は Aさんの自立生活に不

安を抱えていることが明らかになった．特に，

母親の死後が問題であり，誰が Aさんのサポー

トをするのかが一番の不安である．その不安が

なくなることはないが，現在，Aさんは障害者

入所更生施設に入所しており，その施設関係者

のみならず，他の福祉関係者や医療関係者等，

周囲の人々が A さんや母親の視点に立ったサ

ポートをしていくことで，母親の不安が軽減さ

れていくものであると考えられる． 

 

４．おわりに 

Aさんの進学，学校卒業後，現在の生活を通

して，我が子（障害児）の将来の生活に対する

母親の不安が明らかになった．障害児の生活に

対する親の不安の要因は様々であり，その不安

を解消することは非常に難しいが．学校関係者，

医療関係者，福祉関係者等が当事者の視点に立

った支援を行うことで，親たちが抱える不安が

軽減されていくのではないだろうか． 

また，本研究は一人の障害児の母親を対象に

したため，より深く障害児の生活に対しての親

の不安を検討することができた一方で，一事例

の考察であるために一般化できないという課

題もみられた． 
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